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研究成果の概要（和文）：本研究では、ウェブログを用いた新しい幸福度測定法を用いることで、これまで不明瞭であ
った幸福度の順応メカニズムを明らかにすることを目的とした。
本研究課題ではブログを執筆している人1100人を対象に10日間にわたってwebアンケートを行い、従来の方法で測定し
た毎日の幸福度とブログのURLを収集した。これを用いて、従来の主観的幸福度と、本研究課題で提案した測定法の間
に相関がみられるかどうかを分析した。

研究成果の概要（英文）：I have conducted the original online survey, and collect the daily happiness measu
red by usual method and the URL of subjects' weblog. I got the daily happiness and the weblog URL of 1100 
subjects. I compared these two daily happiness for each subjects to  establish the validity of weblog happ
iness. The result is under analysis.
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１．研究開始当初の背景 

経済学の目的は効用最大化、つまり人々

を満足させることにある。しかし、経済学

では効用は測定不可能であるという考えが

常識であったため、効用を直接的に扱うこ

とはなかった。しかし van Praag（1971; 

EER）や Easterlin（1974）などによって、

心理学や社会学で古くから研究されている

幸福度が「測定可能な効用」として経済学

にもちこまれた。ここから幸福の経済学と

呼ばれる分野が始まり、効用の個人間比較

や構成要素の研究が開始され、経済学に対

する新しいアプローチを可能にした。 

幸福の経済学では様々なテーマの研究が

行われているが、経済学にとって重要なの

は幸福度が持つ「順応」という性質である。

経済学では、所得の増加は効用の増加に直

結すると考えており、そのような前提のも

と作られた政策も多い。しかし、心理学は

set point理論を支持している。つまり結婚

や失業、怪我などは幸福度を変化させるが、

やがて慣れてしまい、生来の set point（ベ

ースライン）に「順応」すると考えている。

経済学においても、Clark et al. (2008; 

JEL）が、所得の増加の効果のうちの 20％

が 2年後に慣れのため消えてしまうことを

示している。しかし、Mehnert et al.（1990; 

Rehabil Psychol.）は障害を持つ人の幸福

度を調査し、障害に対して順応が起きてい

ないことを明らかにした。また、Lucas et al.

（2003; J Pers Soc Psychol.）は結婚には

完全な順応が存在するが、死別に順応は存

在しないことを示した。このように幸福度

の順応の程度は、イベントやニュースの種

類によって異なっており、順応のメカニズ

ムは単純ではないようである。もし set 

point 理論が正しく、人の幸福度が完全に

順応するのであれば、所得を上昇させる経

済政策は意味をなさなくなる。その場合は、

順応することを考慮に入れた政策を行うべ

きであろう。効果的な政策を打ち立てるた

めにも、幸福度の順応メカニズムを探る必

要がある。 

 

２．研究の目的 

幸福度の順応メカニズムを実証的に研究

するには、同一個人の時系列データが必要

である。なぜなら、順応メカニズムは何か

しらのイベントやニュースが起きた前後の

幸福度を比較したり、起きた後の様子を追

跡していくことで明らかになるからである。

しかし、従来の方法では、幸福度の時系列

データを得ることが困難である。これまで、

幸福度のデータは「今あなたはどのくらい

幸福ですか」という質問に 0点（非常に不

幸）から 10 点（非常に幸福）までの点数

で回答を求めるという、質問紙法（アンケ

ート）によって収集されてきた。このよう

な主観的な幸福度測定手法は、認知プロセ

スの個人間差異を包括しており、非常に有

効な方法である（Frey and Stutzer 2002）。

しかし、調査に多大な金銭的コストがかか

ることが弱点である。アンケート調査を用

いて月次や日次パネルの幸福度データを得

るためには、巨大な回答者プールと十分な

資金が必要となる。 

そこで本研究課題では、新しい幸福度指

標として「ブログ幸福度」を提案した。ブ

ログ幸福度とは、ウェブログをテキストマ

イニングすることで幸福度を測定しようと

するものである。テキストマイニングとは

膨大なテキストデータを文字や単語、フレ

ーズなどに分解し、これらの関係を定量的

に分析する手法である。具体的には、ある

日のブログ記事からプラスの感情語とマイ

ナスの感情語の数を抽出し、その差をその

日のブログ幸福度とする。ブログ幸福度は

主観的測定法の長所を保持しながら質問紙

法の弱点を克服した測定法であり、アンケ

ートを行うコストをかけずに大量の日次デ



ータが入手可能であるという利点をもつ。

ブログ幸福度は幸福度の順応メカニズムを

探るのに非常に適した特性をもっていると

いえる。 

 

３．研究の方法 

本申請課題ではまず、ブログ幸福度の妥

当性を確認する。次に、状況が変化したと

きの幸福度の変化の度合と順応の程度を、

その変化の種類や大きさを考慮に入れなが

ら調査する。特に社会的な状況変化と個人

的な状況変化が与える影響の差を考慮する。

次に、英語圏のユーザーによって書かれた

ブログを対象とすることで、幸福度の順応

に関する国際比較を行う。最後に、マイク

ロブログ Twitterを用いて秒単位の時系列

データを入手し、幸福度の順応メカニズム

をより詳細に検証する。 

 

４．研究成果 

本研究課題では、ブログを書く習慣のあ

る人 1100人に webアンケートを行い、従

来の方法（「あなたは今日、どの程度幸せで

したか。「非常に幸福」を 10 点、「非常に

不幸」を 0点としてお答えください。」）に

よる幸福度を 10日間にわたって測定した。

アンケートでは属性情報に加え、各人のブ

ログの URLを収集している。この URLを

用いて調査当日の記事をマイニングし、そ

れぞれの人のブログ幸福度を算出した。現

在結果を分析中であり、従来の方法で測定

した幸福度と、ブログ幸福度の推移を比較

することにより、ブログ幸福度の妥当性を

確認している。 
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